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研究要旨 

 在宅輸血の問題点の一つに、血液製剤の一時保管における温度管理である。今回、active 
transport refrigerator(ATR)を用いて、在宅輸血を想定とした血液製剤の保管を行い、通
常の血液専用保冷庫と遜色ない成績を確認した。 

 
A.目的 
 小規模医療機関による在宅輸血の導入に
際して、適切な血液保管、血液搬送が障碍
要因の一つである。ATRは、長距離船舶搬で
の一時保管において、血液保管の実績が報
告されている。今回、在宅輸血では、血液
製剤をATRからの取り出すことを想定し、そ
の後一時保管の条件で、血液の質への影響
を基礎検討したので報告する。 
 
B.研究方法 
譲渡赤血球液 280Ml 製剤を 2 分割し、10
分間室温放置、その後 ATR に（A群）、１つ
は ATR にいれたまま(B群)、あるいは 10分
室温放置後 ATR 保管(C 群)、血液専用保冷
庫保管(D 群)で 2 日間保管(４本ずつ)。保
管前後検査(LD、K、乳酸)を行う。2日保管
後の血液を輸血セットに通過後(100mL/時)、
LD・K を測定した。2日間保管、輸血セット
通過後の増加率Δを 2群間比較した。 
 
（倫理面への配慮） 
特段ないが、院内倫理委員会の承認済み。 
 
C.結果（進捗状況） 
 B 群と比較して、A群の 2 日間ΔK は変化
なく、Δ乳酸は、4本中 2本有意に高く、逆
にΔLDは低かった。輸血セット通過による 
ΔKは、A、B群ともに変わらず、ΔLDは 4 
本ともに A>B 群であった。D 群と比較して、
C群の 2日間ΔKやΔ乳酸は変化なく、ΔLD
は、4本中 2本が有意に低かった。輸血セッ
ト通過によるΔK は、C、D 群ともに変わら

ず、ΔLD は C>D 群が 2 本、C<D 群が 2 本で
あった。 
 
Ｄ．考察 
 規模医療機関における在宅輸血を想定し
たATRでの赤血球液の保管、輸血セット通過
の影響について基礎検討したところ、10分
の室温保管で、輸血セットの溶血が多くな
るが、差が小さく、実質的なデメリットは
ないと考えた。また、同じ10分室温保管で
ATRと血液専用保冷庫との大きな差がなか
った。ATRを用いて、小規模医療機関と協力
して、在宅輸血に活用する臨床研究を予定
している。 
 
Ｅ．結論 
 在宅輸血の一時保管に、ATRは有用である。 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 本研究の直接的な成果物はなく、別紙 
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 第67回日本輸血細胞治療学会、令和元年5
月23日発表予定（熊本） 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
1. 特許取得   なし 
 2. 実用新案登録 なし 
3.その他     なし 


